
第3種郵便物認可

|

本体僣格 3,738円 (税込み d.037円 )、 1部売り(税込み)朝干」150円 、夕干J50円

差
別
・い
じ
め

そ
れ
で
も
募

オ
ラ
ン
ダ
日
系
２
世
の

戦
後
６９
年

オ
ラ
ン
グ
の
日
系
２
世
＝
曰
＝
た
ち
が
、
日
本
人
の
父
親
を
捜
し

て
い
る
。
反
日
感
情
の
強
い
社
会
で
、
差
別
や
い
じ
め
に
苦
労
し
た

「
戦
争
の
落
と
し
子
」
だ
。
戦
後
６９
年
。
人
生
の
晩
年
を
迎
え
た

今
、

「
ル
ー
ツ
」

へ
の
思
い
を
募
ら
せ
る
２
世
た
ち
を
、
オ
ラ
ン
ダ

に
訪
ね
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

「戦
争
で
引
き
裂
か
れ
た
犠
牲
者
」

メ
モ
頼
り
に
父
と
対
面

新

５
月
２９
日
、
札
幌
市
。
待
ち

合
わ
せ
場
所
に
現
れ
た
男
性

（
６．
）
は
、
鼻

、
日

、
顔
の
輪

郭

、
体
格

、
ど
こ
を
と

っ
て

も
、
ヒ
ロ
シ

・
デ

・
ウ
ィ
ン
タ

ー
さ
ん
（６８
）
に
そ

っ
く
り
だ

っ

■「父のことを知りたい」日系 2世のひと言
ジョイス・
コムダーさん (67)

父は東部ジャワのマランにいた軍
人の「ヤマシタJ。 母は何も語ら
ず1985年に死んだ。仮に戦犯だっ
たとしても、父のことを知りたい

エ ドワー ド・
レーマンさん (68)

日
本
の
お
み
や
げ
は
宝
物
。
妻
ネ
ル

さ
ん
に
、
父
の
国
の
思
い
出
を
話
す

ヒ
ロ
シ
・デ
・ウ
イ
ン
タ
ー
さ
ん
（左
）

＝
オ
ラ
ン
ダ

・
ロ
ー
ゼ
ン
ダ
ー
ル
市

た
。
同
じ
父
親
を
持
ち
、
男
性

は

「弟
」
に
あ
た
る
。

「落
ち
着
い
て
聞
い
て
。
実

は
、
君
に
兄
が
い
る
」
。
親
族

か
ら
突
然
、
知
ら
さ
れ
た
の
は

２
０
１
１
年
。

「
オ
ラ
ン
ダ
人

な
ん
だ
」
。
頭
が
真

っ
自
に
な

っ
た
と
男
性
は
振
り
返
る
。

記
者
は
オ
ラ
ン
ダ
で
、
ヒ
ロ

シ
さ
ん
に
も
会

っ
た
。
１
９
４

６
年
４
月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

父ιま「ムラカミマコト」。戦後、
旅行会社などに勤め、77年に大阪
市で死んだと聞いた。母が愛した
父はどんな人だったのか知りたい

フレッ ド 0

アウヘンスタインさん (69)

父が日本人と知ったのは昨年。お
ばによると、病死した母は中部ジ
ャワ・テガルの日本軍人用のバー
で、父の「ナカノ」に出会つた

曰

オ
ラ
ン
グ
の
日
系
２
世

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
植
民
地
に
し
て
い
た
オ

ラ
ン
ダ
の
女
性
と
、
戦
時
中
の
１
９
４
２
年

テレーゼ・
テル・ハイデさん (68)

私の日本夕Iはケイコ。 2歳 Lの lli
はレイコ。父は東

lrl∫ジャリのスプ」
ンジュクで掛察官だった |モ リタ
ダシJ。 写真がほしい

r―・   r■ ぶき,`

ヨーケ 0

ステファン・ハウ トさん (67)

父はジャワlibの二lドソノで、鉄道
関係の仕 ||「をしていた「ヤマダ |。
母より10歳年上だったが、母の家
族の暮らしを支えてくれた

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
占
領
し
た
日
本
軍
の
関

係
者
や
民
間
人
と
の
間
に
生
ま
れ
た
。
戦
後
、

連
合
国
の
方
針
で
日
本
人
の
大
半
は
単
身
帰

国
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
独
立
戦
争
が
あ
り
、

さん (69)

ユール・
カウフスベ ック|    ]

多
く
の
母
子
一

２
世
は
８
０
（

る
が
、
反
日
成

な
い
母
親
も
ヽ



も
募
る
出
自
へ
の
思
い

日
本
人
の
父
親
を
捜
し

γ
い
じ
め
に
苦
労
し
た

（生
の
晩
年
を
迎
え
た

」
た
ち
を
、
オ
ラ
ン
ダ

一犠
牲
者
」

札幌0

東京
日本

一と
対
面

じ
父
親
を
持
ち
、
男
性

」
に
あ
た
る
。

ち
着
い
て
聞
い
て
。
実

に
見
が
い
る
」
。
親
族

然
、
知
ら
さ
れ
た
の
は

１
年
。

「
オ
ラ
ン
ダ
人

」
。
頭
が
真

っ
白
に
な

男
性
は
振
り
返
る
。

は
オ
ラ
ン
ダ
で
、
ヒ
ロ

に
も
会

っ
た
。
１
９
４

月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

オランダ

01ノ′ムステルタ

ドイツ

フランス

スペイン

だ
。
ヒ
ロ
シ
さ
ん
は

「日
本
人

の
子
」
と
い
じ
め
ら
れ
た
。

女
手
ひ
と
つ
で
育
て
て
く
れ

た
母
は
、
父
を
思
い
な
が
ら
、

９３
年
に
死
亡
。
母
が
保
管
し
て

い
た
父
の
手
書
き
の
メ
モ
に
、

実
家

の
住
所
が
記

さ
れ

て
い

た
。
そ
れ
を
手
が
か
り
に
、

「弟
」

へ
た
ど
り
つ
い
た
。

１１
年
秋
に
来
日
。
弟
に
案
内

さ
れ
、
認
知
症
を
患
う
父
に
、

施
設
で
初
め
て
会

っ
た
。
抱
き

し
め
て
、
母
が
大
切
に
し
て
い

た
若
い
こ
ろ
の
父
の
写
真
を
見

せ
た
。
驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し

ジ
ャ
ワ
島
生
ま
れ
。
母
は
オ
ラ

ン
ダ
人
。
父
は
日
本
人
で
、
綿

花
づ
く
り
に
携
わ

っ
て
い
た
。

オ
ラ
ン
ダ
政
府
に
よ
る
と
、
戦

争
中
、
日
本
軍
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
捕
虜
４
万
人
と
民
間
人
９

万
人
の
オ
ラ
ン
ダ
系
住
民
を
強

制
収
容
所
に
抑
留
。
栄
養
失
調

な
ど

で
２
万
人
以
上
が
死
ん

肉親捜しに「壁」
日系 2世の父親捜しは本格化して
いる。戦後も70年近くが過ぎ、当時を

知る関係者の多くが他界。危機感を

募らせたオランダ在住の日本人研究

者らが2012年、「アジア太平洋戦争日

本関連史資料および学術連絡支援財

団(SOO)」 を設立した。フィリピン
日系 2世の身元捜しに実績のある日
本のNGOや 、戸籍謄本の写しを取
れる法律事務所とも連携。これまで

に約40人の父親が判明したが、多く

は死亡していた。半数は親族に拒ま

れ、墓参も実現していない。残る 2世
はSOOに「最後の望み」をかける。

ヨーケ・
ステファン・ハウ トさん (67)

父はジャワ島のコドソノで、鉄道
関係の仕事をしていた「ヤマダ」。
母より10歳年上だったが、母の家
族の暮らしを支えてくれた

過ぎる年月
て
、
泣
き
出
し
た
。

し
か
し
、
ヒ
ロ
シ
さ
ん
の
よ

う
に
、
父
や
家
族
が
会

っ
て
く

れ
る
例
は
ご
く
ま
れ
だ
。
男
性

は
言
う
。

「
『恥
』
と
い
う
感

覚
な
の
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、

戦
争
で
無
理
や
り
引
き
裂
か
れ

た
彼
ら
は
、
犠
牲
者
だ
よ
ね
」

「た
と
え
ど
ん
な
悪
人
で
も
」

反
日
の
感
情
薄
れ
捜
す

フランス・
ハーベルマンスさん ((,8)

本
軍
の
関

た
。
戦
後
、

は
単
身
帰

事
が
あ
り
、

日
系
２
世

を
戦
争
被
害
者
と

し
て
招
く
外
務
省
の
事
業
で
、

日
本
に
１０
日
間
滞
在
し
た
。
礼

儀
正
し
く

、
自
分

の
生

い
立

ち
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
く
れ

る
優
し
い
日
本
人
が
い
た
。

「日
本
人
の
血
を
引
い
た
こ
と

は
恥
で
は
な
い
」
。
そ
う
思
え

た
。行

く
先

々
で
、
い
つ
も
日
本

語
で
話
し
か
け
ら
れ
た
。
外
見

が

日
本
人
だ
か
ら
だ
。

「
異

物
」
扱
い
さ
れ
ず
、
社
会
に
溶

け
込
ん
で
い
る
感
じ
が
心
地
よ

か

っ
た
。
今
は
懸
命
に
父
親
を

捜
す
。
父

の
姓
は

「
カ
ワ
バ

タ
」
。

「
た
と
え
ど
ん
な
悪
人

だ

っ
た
と
し
て
も
、
父
を
知
り

た
い
。
そ
れ
は
自
分
の
ル
ー
ツ

だ
か
ら
。
自
分

の
半
分
の
錨

が
、
そ
こ
に
あ
る
の
だ
か
ら
」

（編
集
委
員

・
大
久
保
真
紀
）

多
く
の
母
子
が
オ
ラ
ン
ダ
に
引
き
揚
げ
た
。

２
世
は
８
０
０
人
と
も
３
千
人
と
も
言
わ
れ

る
が
、
反
日
感
情
が
強
い
中
、
事
実
を
明
か
さ

な
い
母
親
も
い
る
と
さ
れ
、
実
数
は
不
明
だ
。

「恥
」
は
、
日
系
２
世
を
苦

し
め
て
き
た
感
情
で
も
あ
る
。

「自
分
は
恥
の
子
」
。
オ
ラ

ン
ダ
南
部
に
暮
ら
す
ロ
プ

・
シ

プ
ケ
ン
ス
さ
ん
（６８
）
は
２５
年
前

に

「実
父
は
日
本
人
」
と
知

っ

て
か
ら
、
ず

っ
と
そ
の
思
い
に

悩
ま
さ
れ
続
け
て
き
た
。

母
の

一
家
は
ジ
ャ
ワ
島
の
プ

カ

ロ
ン
ガ

ン
で
暮

ら
し

て
い

た
。
自
人
の
祖
父
は
日
本
軍
の

捕
虜
と
な
り
、
祖
母
や
母
は
軍

の
食
堂
な
ど
で
働
か
さ
れ
た
。

憲
兵
に
乱
暴
さ
れ
そ
う
に
な

っ
た
母
は
、
父
に

一
度
は
助
け

ロブ・

シプケンスさん

ら
れ
た
。
だ
が
今
度
は
そ
の
父

に
、
望
ま
ぬ
妊
娠
を
さ
せ
ら
れ

た
、
と
聞
い
た
。

「
１９
歳
で
お

前
を
産
ん
だ
。
父
に
は
知
ら
せ

て
い
な
い
」
。
母
は
言

っ
た
。

日

本

人

は

残

酷

な

悪

人

―
―
。
反
日
感
情
が
強
い
中
、

シ
プ
ケ
ン
ス
さ
ん
も
そ
う
考
え

て
い
た
。
自
分
は
こ
の
世
に
存

在
し
て
は
い
け
な
い
人
間
な
の

で
は
な
い
か
。
精
神
の
バ
ラ
ン

ス
を
崩
し
、
働
け
な
く
な

っ
た
。

転
機
は
０９
年
秋
。
元
捕
虜
や

日
本
工
業
大
学


